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携帯電話等契約数の推移と移動通信トラヒックの増加 1

※総務省報道発表資料「電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データの公表」等を基に作成

 携帯電話は、音声通話、ブロードバンドによるデータ通信を中心に、人と人がコミュニケーションを行うための
ツールとして広く普及しており、携帯電話等の加入数は、1億6千万以上に達している（2017年12月末現在）。

 移動通信トラヒックは、直近１年で637Gbps（約1.4倍）増加。コンテンツの多様化やIoTの進展等により、こうし
た移動通信トラヒックの増加傾向は、今後もしばらく継続すると予測。



2移動通信システムの進化 （第１世代～第５世代）
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3５Ｇとは何か①

例：4K/8Kなど高精細映
像も超高速に伝送

5Gの
主な要求条件

 最高伝送速度 10Gbps （現行LTEの100倍） ： 超高速

 100万台/km²の接続機器数 （現行LTEの100倍） ： 多数同時接続

 1ミリ秒程度の遅延 （現行LTEの1/10） ： 超低遅延（リアルタイム）

→ IoTの基盤技術として期待

膨大な数の
センサー・端末

超低遅延
⇒1ミリ秒程度

超高速
⇒最大10Gbps

多数同時接続
⇒100万台/km²接続数

例：自動運転、遠隔ロボット操作（リ
アルタイム操作、ミッションクリ
ティカルなIoT）

例：狭いエリアでの同時多
数接続、スマートメーター、
インフラ維持管理（多数
接続、低消費電力なIoT）

自動運転

出典：日経コミュニケーションズ 2015/4月号

5Gの特徴
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膨大な数の
センサー・端末

スマートメータ―

カメラ

５Ｇとは何か②

２Ｇ ３Ｇ ４Ｇ

超低遅延

多数同時接続

移動体無線技術の
高速・大容量化路線

超高速
現在の移動通信システム
より100倍速いブロードバ
ンドサービスを提供

多数同時接続
スマホ、PCをはじめ、身の

回りのあらゆる機器がネッ
トに接続

超低遅延
利用者が遅延（タイムラ
グ）を意識することなく、リ
アルタイムに遠隔地のロ
ボット等を操作・制御５Ｇ

社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
大

⇒ ２時間の映画を３秒でダウンロード

⇒ロボット等の精緻な操作をリアルタイム通信で実現

⇒自宅部屋内の約100個の端末・センサーがネットに接続
（現行技術では、スマホ、PCなど数個）

ロボットを遠隔制御

５Ｇは、ＩｏＴ時代のICT基盤

4

５Ｇとは、４Ｇを発展させた「超高速」だけでなく、「多数接続」、「超低遅延」といった

新たな機能を持つ次世代の移動通信システム

・「多数接続」

・「超低遅延」

家電、クルマなど、身の回りのあらゆる機器（モノ）がつながる

遠隔地にいてもロボット等の操作をスムーズに行うことができる



超高速

多数同時接続 超低遅延
ITU-R IMT Vision Report （M.2083） （Sept, 2015）

５Ｇの基本コンセプト ① （５Ｇの利用シナリオ） 5



５Ｇの基本コンセプト ② Ｂ２Ｂ２Ｘモデル

 ５Ｇでは、通信事業者等がバーティカル産業などのパートナー企業と連携しながら、Ｂ２Ｂ２Ｘ（Business-
to-Business-to-X）モデルでサービスを提供。

 どのような者と組んで、どのようなB2B2Xモデルを構築できるかがポイント

通信
事業者

パートナー
企業

利用者
（個人、
企業等）

サービス提供

ニーズ等の
汲み取り

サービス提供
に向けた
コラボレーション
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ＩｏＴ・５Ｇ時代の産業構造の変化

ｽﾏｰﾄ
ﾒｰﾀ分野

その他、
IoT分野

自動車
分野

産業機器
分野

4Gの主な
対象領域 IoT・5Gで新たに加わる対象領域

接続数小

収益性高

出展：日経コミュニケーション 2015/4月号を参考に総務省作成

接続数大

移動通信
携帯電話
サービス

収益性低

これまでは、
この領域で
ビジネス展開 今後はこの領域でパートナー作りを含めて

「ビジネス戦略」をたてることが必要

ﾎｰﾑ
ｾｷｭﾘﾃｨ
分野

かつて

これから
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５Ｇのサービスイメージ・社会実装 ①

 高精細映像の伝送、多数のセンサーの活用など、様々な分野でのサービス提供が期待

 特に、自動車分野は、セルラーV2Xの議論が活発化するなど、５Ｇの有力な応用分野

 農業、観光、建設等の分野への導入を進めることで、地域活性化・地方創生が期待

 労働人口の減少（人手不足）、労働生産性の向上への対応が期待

 5G独自のサービスだけでなく、4Gで利用可能なサービスを5Gに進化させることも検討すべき

 ５Ｇの実現によって、何がどう変わるのか、これまで以上に周知・啓発が必要

幅広いエリアカバレッジを持つととも
に、5Gでは1msの低遅延を実現する
ことから、自動車分野への応用が期待。

世界各国で自動車への応用を念頭に自
動車業界との連携や実証等が実施。

VR･AR観光
属性情報や位置情報に沿った情報を目の前の
情景に重ね合わせることで、観光地の風情・
臨場感を体感しながら、歴史・情報を深堀

現在の音声ガイドでは、伝わらないイメー
ジがあったり、ガイドツアーでは、自分の
ペースで楽しめないなどの不満がある

５Ｇで、例えば、自ら操作可能で、多言語
に対応したバーチャルガイドが実現すれば、
より深い歴史情報に触れつつ観光や美術館
や博物館を楽しむことが可能

労働力不足の解消
労働生産性の向上

観光地や人口が減少している地域で、自
動運転バスや自動運転列車が導入される
ことで、地域の運転士不足を解消すると
ともに、安全にあらゆる時間帯でも運行
可能とし、地域住民の利便性向上を実現
する。オンデマンドのバスや列車の運用
が実現できれば更なる利便性向上が期待。

また、時間と手間が必要な技術の継承、
特殊な技能・人材を必要とする業務につ
いて、 3Dメガネにマニュアルや情報を
重ね、ハンズフリーで作業できたり、遠
隔地のエキスパートとリアルタイムで情
報共有・指示を行うことができれば、膨
大な人力と熟練が必要であった業務の短
縮化・均一化が可能。

自動車分野への活用
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自動車分野

５Ｇのサービスイメージ・社会実装 ②

5G

4Kカメラx100

HD配信×1000（4K配信×200）

実効速度（想定）
下り 5.0Gbps
上り 2.5Gbps

接続数（例：実行速度/想定画像伝送量）
上り 2.5Gbps / 25Mbps（4K）=１００
下り 5Gbps / 5Mbps(HD)＝１０００
（下り 5Gbps / 25Mbps(4K)＝２００）

【前提：5Gの最高速度：DL 10Gbps/UL 5Gbps、5Gの実効速度：DL 5Gbps/UL 2.5Gbps

建設分野

安全・安心分野

デジタルコンテンツ（ＶＲ）分野

高密度、広域に配置された高精細映像（4K等）とAIを
活用することで、従来捉えられなかった事象を捉える
⇒超高速・大容量通信への期待

商用網を活用することのメリットを明確化し、自動車分野に
適用可能な５Ｇの性能（遅延保障、帯域確保等）への期待
⇒高信頼への期待

・高精細画像を伝送するための高速通信回線
・遠隔操縦者の疲労問題から200ms以内の低遅延
・多数の重機の同時制御

全方位カメラ

全方位カメラ

全方位カメラによる画像
（操縦室）

5Gサービスへ
の期待
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５Ｇのネットワーク構成 ①

 ５Ｇでは、LTEの100倍となる超高速、多数同時接続やLTEの10分1となる超低遅延といった5Gの高い要求条
件に対応するため、柔軟な無線パラメータの設定により、ミリ波を含む幅広い周波数帯に対応するLTEとの互
換性のない新たな無線技術(5G New Radio(NR)) が検討

 高い周波数帯（SHF帯、EHF帯等)におけるアンテナ素子の小型化、多素子アンテナの位相や振幅制御により、
指向性を持たせたビーム（ビームフォーミング）を作り出す超多素子アンテナ（Massive MIMO）が期待

● 超高速実現に必要となる数百MHz以上の広周波数帯域
への対応や、ミリ波などの高い周波数帯への対応、超低
遅延を実現する無線フレーム構成等の新たな無線技術

５Ｇの新たな無線技術 (5G NR)

LTE

New RAT
f

t

低遅延等を実現する
無線フレーム構成

周波数LTE

新たな無線技術

サブキャリア間隔の拡大
広帯域化

サブキャリア間隔

既存の周波数帯 高周波数帯／広周波数帯域幅

周波数

広帯域 超広帯域

幅広い周波数帯への対応

周波数帯に応じて無線パラメータを
可変させることで幅広い周波数帯に対応

Massive MIMO / ビームフォーミング

● 多数のアンテナ素子を協調動作させ、任意の方向に
電波のビームを形成することで、カバレッジの拡大、複
数ユーザとの同時通信によるセル容量の拡大などを実
現

Massive MIMOアンテナ
(例：256素子)

超高速・大容量通信の実現

ビームフォーミング
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５Ｇのネットワーク構成 ②

C/U分離

マクロセルスモールセル

 導入当初の５Ｇは、既存のLTEネットワークの基盤を有効活用するため、5G NRと高度化したLTE（eLTE）が
連携して一体的に動作する無線アクセスネットワーク（NSA：Non Stand Alone）が検討

 ユースケースに応じた柔軟なサービス提供を行うため、広帯域が期待される5G用周波数に加え、既存の4Gの
周波数帯、WiFiなど、様々な周波数帯、無線技術に対応するヘテロジニアス・ネットワークとなる

 既存周波数帯などで制御信号を扱い（C-plane）、広帯域が確保しやすいミリ波等の高い周波数帯でユーザ
データを扱う（U-plane）ことで、モビリティや安定した品質を確保（C/U分離）

基地局

制御情報
C-planeユーザデータ

U-plane

● 周波数帯やカバレッジ等の異なる複数のセルで制御情報
とユーザデータを分離して伝送

● 具体的には、カバレッジの広いマクロセルで制御情報を提
供（C-plane）し、超高速通信等が提供可能なスモールセル
でユーザデータを提供（U-plane）

高度化LTE
新たな無線技術

（NR）

5Gの無線アクセスネットワーク

【周波数帯】
800MHz、1.5GHz、
2GHzなど既存の周
波数帯を活用

【周波数帯】
6GHz以下、6GHz以
上などの新たな周
波数帯を活用

連携

● 導入当初の5Gは、新たな無線技術（NR）と高度化した
LTEが連携して一体的に動作（NSA構成）

● 新たな無線技術（NR）は、6GHz以下や6GHz以上などの
新たな周波数帯への導入を想定。その後、順次既存の周
波数帯へ展開

※ 導入当初の5Gは、LTEとの連携を前提としたNSA（Non-Standalone）
構成となり、高度化LTEとの連携が必須

※ 3GPPでは、NRだけでなく、LTE及びその発展系を含め、リリース15
以降の移動通信システムを「5G」と呼称することを決定
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５Ｇのネットワーク構成 ③

 ネットワークスライシング技術をコアネットワークや無線アクセスネットワーク（RAN）などに導入することで、5Gの
要求条件や異なる要件を持つサービスに柔軟に対応し、サービス毎に最適なネットワークを提供

 クラウド上でサービス提供を行っていたサーバをユーザの近くに配置するモバイル・エッジ・コンピューティング
(MEC)※の導入により、エンド・エンドの低遅延を実現

○ 超低遅延が求められる自動車などについて、
ユーザの近くにデータ処理等を行うMECサーバ
を配置することで、高速（低遅延）でサービスを提
供することが可能

モバイル・エッジ・コンピューティング※ネットワークスライシング

スライス１

スライス２

スライス３

超高速（eMBB）

多数接続（mMTC）

超低遅延（URLLC）

モバイルクラウドネットワーク

アプリケーションクラウド

ネットワークの機能・リソースを動的に
管理し、柔軟に改変させることが可能

○ 現在は、画一のネットワークに異なる要件のアプリ・
サービスのトラヒックが混在

○ ネットワークスライスを設定することで、アプリ・サー
ビス毎にトラヒックの分離が可能

※ETSIでは、ネットワークエッジでクラウドやITサービスを提供する機能
として、“Multi-access Edge Computing”という言葉が用いられている

MEC

【５Ｇ】低遅延
（ユーザ近くでデータ処理）

Cloud Server

【現在】遅延大
（ネットワーク側のクラウドで処理）

モバイル
ネットワーク

ユーザの近くに
サーバを配置し、
遅延時間を短縮

12



現在 【LTEの面展開】 ２０２０年 【５Ｇ導入当初】 ２０２Ｘ年 【５Ｇ普及期】

 LTE、LTE-Advancedをベースとしたネットワーク構
成であり、3GPPでの検討状況を踏まえ、上りCAの
導入や256QAM導入などの高度化

 800MHz、2GHzなどの周波数帯を用いて、 ス
マートフォン向けサービスを念頭に、高いスルー
プットを実現する面的なサービスエリアを展開

 NB-IoTやeMTCなどのワイドエリア、省電力を特徴
としたIoT技術を先行導入

 コストを抑えつつ、円滑な5G導入を実現するため、
NR基地局とLTE基地局が連携したNSA構成のシ
ステムが導入

 需要の高いエリア等を中心に、5G用周波数帯を
用いた「超高速」サービスが提供され、eMTC/NB-
IoT等によるIoTサービスが普及

 高い周波数帯の活用が進展するとともに、Massive 
MIMOなどの新たな技術の導入が加速

 「超高速」、「多数同時接続」、「低遅延」の全ての
要求条件に対応したサービスが提供

 ネットワークスライシング等に対応した5Gコアネット
ワークが導入され、モバイル・エッジ・コンピュー
ティング（MEC）の導入も進展

 SA構成のNR基地局の導入が開始（NSA構成の基
地局も併存）。既存周波数帯にもNR導入が進展

 広く普及しているLTEについては、継続的にサー
ビスを提供

 WRC-19で特定された周波数帯域も活用

４Ｇから５Ｇへの移行

例えば、次のような５Ｇへの移行シナリオが想定される。

【2020年】 通信需要の高いエリアを対象に、5G用の新しい周波数帯を用いた「超高速」サービスが提供。新たな無線技術（NR)
に対応した基地局は、LTE基地局と連携するNSA（Non-Standalone）構成で運用。

【202X年】 ネットワークスライシング等に対応した5Gコアネットワークが導入されるとともに、SA （Standalone）構成のNR基地局
の運用が開始され、既存周波数帯域へのNR導入が進展。超高速、多数同時接続、高信頼・低遅延などの要求条件
に対応した5Gサービスの提供が開始。

NR
基地局

LTE
基地局

4Gコアネットワーク（EPC） ５G コアネットワーク

LTE
基地局

4Gコアネットワーク（EPC）

NR
基地局

NR基地局

NSA SA

LTE基地局

マクロセル

スモールセル

マクロセル

スモールセル

既存周波数帯

既存周波数帯
新しい周波数帯 新しい周波数帯

制御情報/ユーザ情報 ユーザ情報 制御情報/ユーザ情報

13



14５Ｇが実現する未来のイメージ



15

(２)国際連携・協調の強化

(１)研究開発・総合実証試験
の推進

(３)５Ｇ周波数の具体化と
技術的条件の策定

 主要国との国際連携・協調を強化
 国際共同研究を実施

 ５Ｇ要素技術の研究開発を推進
 ５Ｇ利活用分野において総合的

な実証試験を実施

 早期に５Ｇ用周波数帯を具体化
 周波数帯毎に技術的条件を策定

【情報通信審議会から一部答申】

５Ｇ実現のため３つの取組を
重点的に推進

○ 2020年の５G実現に向け、(1)研究開発・実証、(2)国際連携・協調、
(3)周波数の具体化及び技術的条件の策定 等を推進

５Ｇ実現に向けた取組



16５Ｇの国際標準化動向

 2020年の5G実現に向けて、ＩＴＵ（国際電気通信連合）や3GPP※等において、標準化活動が本格化

（ITU） 2015年9月、5Gの主要な能力やコンセプトをまとめた「IMTビジョン勧告（M. 2083）」を策定。今後、5G（IMT-
2020）無線インタフェースの提案受付けを行い、2020年に勧告化予定。
WRC-19議題1.13の候補周波数帯（24.25-86GHzの11バンド）については、周波数共用検討等を行った上で、
2019年のWRC-19においてIMT用周波数を特定予定。

（3GPP） リリース14 ： 5Gの基本調査を実施（要求条件、展開シナリオ、要素技術等）
リリース15 ： 超高速/超低遅延に対応した5Gの最初の仕様を策定
リリース16 ： 全ての技術性能要件に対応した5Gの仕様を策定

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

ITU

3GPP

リリース13
（～2016.3）

・超高速（eMBB）/超低遅延
（URLLC）が対象。

・2017年12月に、LTEと連携 す
るNSAの仕様を策定。2018年6
月に、SAの仕様を策定

・全ての技術性能要件
に対応した5Gの仕様

を策定

・ 5Gの基本調査（要求
条件等）

・ IoT技術の高度化
（feMTC、eNB-IoT）

5G無線インターフェース
提案受付

5G技術性能要件
IMT

ビジョン勧告
5G無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

勧告の策定

世界無線
通信会議
（WRC-15）

世界無線
通信会議
（WRC-19）

5Gワークショップ

・ 4Gの高度化

・ IoT技術の拡張
（eMTC、NB-IoT）

※  3GPP(3rd Generation Partnership Project)： 3G、４G等の移動通信システムの仕様を検討し、標準化することを目的とした日米欧中韓の標準化団体によるプロジェクト。1998年設立。

リリース16
（～2019.12）

リリース15
（～2018.6）

5Gでの利用を

想定したミリ波等
の周波数がIMT用
に特定される予定周波数共用検討

リリース14
（～2017.3）

NSA
策定

SA
策定

※NSA: Non-Standalone
SA: Standalone



17ＩＴＵにおける検討状況 ～5Gの技術性能要件・評価方法～

※ITU-R報告 M.2410、ITU-R M.2412より作成

 IMT-2020無線インタフェースに関し、13の技術性能要件の項目と評価環境毎の要求値をまとめたITU-R報告が
2017年11月のITU会合(SG5)で承認

 IMT-2020無線インターフェースの評価方法をまとめたITU-R報告が2017年11月のITU会合（SG5)で承認

屋内ホットスポット
（超高速/eMBB）

人口密集都市
（超高速/eMBB）

郊外
（超高速/eMBB）

都市部広域
（多数接続/mMTC）

都市部広域
（超低遅延/URLLC）

評価方法

1 最高伝送速度 下り：20Gbit/s、上り：10Gbit/s － － Analytical

2 最高周波数効率 下り：30bit/s/Hz、上り：15bit/s/Hz － － Analytical

3 ユーザ体感伝送速度 －
下り：100Mbit/s
上り：50Mbit/s

－ － －
Analytical for single band and 

single user
Simulation for multi-layer

4 5%ユーザ周波数利用効率
下り：0.3bit/s/Hz
上り：0. 21bit/s/Hz

下り：0.225bit/s/Hz
上り：0.15bit/s/Hz

下り：0.12bit/s/Hz
上り：0. 045bit/s/Hz 

－ － Simulation

5 平均周波数効率
下り：9bit/s/Hz/TRxP

上り：6.75bit/s/Hz/TRxP
下り：7.8bit/s/Hz/TRxP
上り：5.4bit/s/Hz/TRxP

下り：3.3bit/s/Hz/TRxP
上り：1.6bit/s/Hz/TRxP

－ － Simulation

6 エリア当たりの通信容量 10Mbit/s/m2 － － － － Analytical

7

遅延（U-Plane） 4ms － 1ms Analytical

遅延（C-Plane） 20ms － 20ms Analytical

8 端末接続密度 － － － 1,000,000台/km2 － Simulation

9 エネルギー効率
稼動時の効率データ伝送（平均周波数効率）

休止時の低消費電力（高いスリープ率及び長いスリープ区間）
－ － Inspection

10 信頼性 － － － －
伝送成功確率 1-10-5

（L2 PDUサイズ32byte）
Simulation

11 移動性能 1.5bit/s/Hz (10km/h) 1.12bit/s/Hz (30km/h) 
0.8bit/s/Hz（120km/h) 
0.45bit/s/Hz（500km/h) 

－ － Simulation

12 移動時中断時間 0ms － 0ms Analytical

13 帯域幅
100MHz以上

高周波数帯（例えば、6GHz以上）では、最大1GHzまでの帯域幅に対応
Inspection

評価環境
要求条件



18国際連携・協調の強化－各国・地域における５Ｇ推進団体

● 2020年の5G実現に向けて、主要国・地域において産学官の連携による5G推進団体が設立
● 5Gの要素技術、要求条件等をとりまとめるとともに、研究開発等を推進
● ワークショップ開催や、MoU締結等により、団体間の情報共有、国際連携を強化
● 5Gの早期実現に向けて、実証実験等の取組を本格化



19５Ｇ用周波数帯の具体化と技術的条件の策定

国際機関や諸外国において、５G用にどの周波数を用いるかの検討が進展。

○ 2016年10月、情報通信審議会に対し、5Gの技術的条件を諮問。

○ 2017年9月、５Ｇ実現に必要となる周波数確保の考え方をとりまとめ。

○ 2018年7月、第一段階の周波数割当に向けた技術的条件を策定

⇒

周波数帯 周波数確保に向けた考え方

3.7GHz帯

4.5GHz帯

28GHz帯

2020年の５Ｇ実現に向けて、

 2018年7月に技術的条件が策定されたことを受けて、2018年度末頃までに周波数を割り当てる

 3.7GHz帯及び4.5GHz帯で最大500MHz幅、28GHz帯で最大2GHz幅をそれぞれ確保する

ことを目指す

図：５Ｇ用周波数の各国・地域の検討状況

● 2019年3月頃、５Ｇ用周波数割当。



20５G実現に向けた米国の取組状況

○連邦通信委員会（FCC）は、無線ブロードバンドにおける優位性確保が、経済成長、雇用、
公共安全、国際競争力にとって極めて重要との考え方に立ち、5Gの早期実現のため、
600MHz帯、3.5GHz、3.7GHz帯及び28GHz帯・24GHz帯の周波数割当を公表。

○ 通信事業者にて主にミリ波帯を利用した実証が進行中。

○ ベライゾン社が2018年10月に世界初の商用5Gサービスとして固定系サービス（最後の数
百mを無線化するもの）を開始。伝送速度は300Mbpsで料金は$70/月。

米国

↑
ベライゾンによる28GHz帯のビーム
フォーミングアンテナを使った

世界初の利用者参加実証（2017年）↑
AT&Tは利用者参加型の5Gテスト

ラボをオープン（2018年）
↑

クアルコム社の5G対応モデムチップが
ミリ波通信で4.5Gbps超を達成（2018年）

ベライゾン社の5G Home広告
（2018年）↓



21215G実現に向けた欧州の取組状況

EU-Japan Symposium on 5G  （2016年2月） 5G PPPプレゼン資料より

○ 2015年、産学官連携による5G推進機関である「5G PPP(Public Private 
Partnership)」を設置し、5Gのコンセプト等を検討。

○ 140の実証プロジェクト、20の5G実証都市、10の国境を跨ぐコネクテッドカー実
証を実施中。

○ 5G向け周波数帯として、700MHz帯、3.6GHz帯、26GHz帯を割当予定。
○ 2020年中にはすべての加盟国で5Gサービスを開始することを目指す。

5G PPPを中心に、5Gの重点分野として

①自動車、②工場・製造、③エネルギー、
④医療・健康、⑤メディア

を特定し、実証試験等の連携強化を検討。

2017年から要素技術の検証試験を実施。
2018年以降、利活用を想定した実証を2億
ユーロ規模で実施予定。



22欧米における5G実証の事例

○ベライゾン、エリクソンの2社は、コネクテッドカー（つながる車）に対して超低遅延で
数Gbps級の5G通信を確立するための実証を実施。

○サーキットを時速100km以上で走行する車両に対し6.4Gbpsの通信を実現。

○フロントガラスを含めて車の全ての窓を目隠しして、車の前に4Kカメラを設置。カメラで
撮った4K映像をネットワークに送り、ネットワークからドライバーが装着しているVRゴー
グルに映像を送信。ドライバーはその映像を見ながら安全に運転するという実証も実施。

← 目隠し走行試験
右側のドライバーはネットワークから送ら

れた
前方映像を頼りにサーキットを走行
（2017年）



235G実現に向けた中国の取組状況

○ 政府直属組織である中国情報通信研究院が主導する５Ｇ推進団体IMT-2020 Promotion 
Groupにおいて、2015年から2018年まで、３ステップからなる技術試験を実施。2018年から
は製品試験を実施。

○ 国内外の事業者・ベンダーと連携し、北京市郊外で世界最大規模の試験フィールドを構築。
○ 事業者を中心に2019年中のサービス開始を目指している。政府は2017年11月に6GHz以下の

帯域（3.3-3.6GHz, 4.8-5.0GHz）を5Gのコアバンドとして利用する計画を公表。（26GHz帯
は詳細検討中）

ファーウェイによる3.5GHz帯の性能評価試験
（200MHz幅で平均28Gbpsを達成）

ファーウェイによる26GHz帯の性能評価試験
（800MHz幅で平均62Gbps超を達成）

3.5GHz帯と26GHz帯を併用した場合の性能評価試験
（ユーザ当たりピーク20Gbps超を達成）



24

○北京市郊外（懐柔区、北京から車で1h強）に世界最大規模を誇る5Gの実験場を設置。
○大手ベンダー6社（Huawei(中),ZTE(中)大唐(中),エリクソン(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ),ノキア(ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ),

サムスン(韓)）が中心となり、それぞれの基地局を設置して実証中。
○日本からはNTTドコモ（北京研究所）とKDDIが一部参画中。

中国における5G実証の状況



255G実現に向けた韓国の取組状況

○ 平昌オリンピック（「世界初の5Gオリンピック」と称してICTを積極的に取り入れてアピール）
2018年2月、平昌五輪で通信大手KT（コリアテレコム）を中心にSKテレコム、サムスン等
がシンクビュー、VR LIVE、タイムスライス、オムニビュー等の5G実証を実施。

○ 5G研究開発プロジェクト（Core Technology Project, Giga Korea Project）を通じて、
2020年までに4.9億ドルを投資予定。 5Gの新たな市場創出のため、中小企業の参
加促進、技術移転支援。

○ 2018年中に3.5GHz及び28GHz帯の周波数割当を行い、2019年3月頃の
商用サービス開始を目指す。

シンクビュー

マイクロカメラに移動体
通信モジュールを搭載し、
5Gアンテナを通して超高
解像度(UHD)映像をリアル
タイムで配信。視聴者は
選手視点の躍動感ある映
像を視聴可能。

360°VR LIVE

競技場内に設置された複数
台のVRカメラで撮影した
360度VR映像をLIVEでリア
ルタイム配信。視聴者はVR
ゴーグルを装着し、アング
ルを変えて自分だけの中継
を楽しめる。

タイムスライス

競技場内に設置された100
台を超える複数カメラで
多角度から同時撮影。
視聴者は選手のジャンプ
の角度等をインタラク
ティブに選択し視聴可能。

オムニビュー

競技場内にUHDカメラを配
置し、選手には超小型GPS
及びカメラを装着。
選手視点や各所の競技の
3D Virtual映像をリアルタ
イム提供。

安全ドローン

ドローンが撮影したリア
ルタイム映像情報を管制
センターへ伝送し、事前
登録情報との照会を通し、
危険行動が予測された対
象に対する機動的な対応
を行う。



26韓国における5G実証の状況
○SKテレコム社はHwaseong市に5G自律走行実験都市(K-City、東京ドーム約8個分の総面積)を構築。

○車両間の通信、車両-管制センター間の通信など通信技術を実装・試験するためのインフラ。
提供機能としては、
→ 5G試験網：20Gbps級
→ 5G通信管制センター：実験車両と0.001秒でデータを送受信可能
→ 3D HDマップ：精度20cm以下

○2018年2月、韓国交通安全公団とともに世界初の5G自動走行車のデモを実施。



 全国でサービスを提供する事業者に対し、各々が５Ｇ特性を発揮できるように割当枠を用意。

 具体的には、
・ 3.7GHz帯（500MHz幅 （100MHz幅×５）） ： ５枠
・ 4.5GHz帯（100MHz幅 （100MHz幅×１）） ： １枠
・ 2 8GHz帯（1600MHz幅（400MHz幅×４）） ： ４枠
について、2018年度末頃を目指して割当て予定。

 また、従来の人口等のカバレッジの広さを評価する指標に代わって、５Ｇの「全国への広がり・展開可能性」、
「地方での早期サービス開始」、「サービスの多様性」等について評価する指標を設け、都市部・地方を問わ
ず需要の見込まれる地域での早期の５Ｇ展開の促進を図る。具体的には、全国を10km四方のメッシュに区
切り、メッシュ毎に５Ｇ高度特定基地局（ニーズに応じた柔軟な追加展開の基盤となる基地局）を整備するこ
とで、５Ｇの広範な全国展開の確保を図る。

 周波数特性に鑑み、3.7GHz帯及び4.5GHz帯は一体として割当て審査を実施。

 各申請者は、希望する枠について、優先順位を付して申請。
（3.7GHz帯及び4.5GHz帯の申請にあっては、希望する最大周波数幅（100MHz幅又は200MHz幅）も合わせて記載。）

 全ての申請者の申請に対して比較審査を実施し、点数の高い者から順に希望する周波数帯枠の割当て
を実施。

 なお、５Ｇの自在な利用環境を提供することを可能とするため、 自営用等で利用できる割当枠について検
討。（今後、速やかに技術基準等の必要な制度整備に向けた検討を実施し、割当方針等について決定。）

５Ｇ導入のための周波数割当ての基本的考え方 27



28割当枠について（案）

【3.7GHz帯】（衛星通信と共用）

【4.5GHz帯】（防衛省の公共業務用通信と共用）

4500 4600 4800

⑥
100MHz ↑↓

【28GHz帯】（衛星通信と共用）

⑨
400MHz ↑↓

⑧
400MHz ↑↓

27.0 27.4 27.8 29.1 29.5

⑦
400MHz ↑↓

③
100MHz ↑↓

②
100MHz ↑↓

3600 3700 3800

④
100MHz ↑↓

⑤
100MHz ↑↓

3900 4000 4100

①
100MHz ↑↓

28.2

〇 申請者は、
（１） 希望する周波数帯（3.7GHz帯及び4.5GHz帯、28GHz帯）ごとに、
（２） 希望する枠（ 3.7GHz帯及び4.5GHz帯［①～⑥］、28GHz帯［⑦～⑩］）について、順位を付して申請。

（3.7GHz帯及び4.5GHz帯にあっては、希望する最大周波数幅（100MHz幅又は200MHz幅）についても記載すること。）

〇 全ての申請者の申請に対して比較審査を実施し、点数の高い者から順に希望する枠の割当てを実施。
（周波数特性に鑑み、3.7GHz帯及び4.5GHz帯は一体として割当て審査を実施。）

自営用等で利用できる
割当枠について検討

⑩
400MHz ↑↓



29５Ｇ割当指標における全国展開確保に関する考え方

 5Ｇ時代は“人だけ”から“あらゆるモノ”がサービスの対象となる。
⇒都市部・地方を問わず「産業展開の可能性がある場所」に柔軟にエリア展開できる指標を設定することが重要。

 ５Ｇに地域課題解決や地方創生への活用が期待される。
⇒地方での早期エリア展開を評価する指標を設定することが重要。

○ 従来の人口等のカバレッジの広さを評価する指標に代わって、以下のような点を評価する指標を
設け、都市部だけでなく地方への早期の５Ｇ展開の促進を図る。

① 「全国への展開可能性の確保」 → ５Ｇを展開する可能性を広範に確保できているかを評価
② 「地方での早期サービス開始」 → 全都道府県におけるサービス開始時期を評価
③ 「サービスの多様性の確保」 → 全国における基地局の開設数や５Ｇ利活用に関する計画を評価

基本的考え方

開設指針指標ポイント（案）

都市部・地方都市
森林・海水域

産業展開
困難エリア

これまでの指標（人口カバー率）で優先的に整備されてきたエリア
ルーラル郊外

特に5Ｇ展開を期待されているエリア（社会課題解決・地方創生等）



30
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５Ｇ実現に向けたロードマップ

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021年度

研究開発・総合実証試験
の推進

国際連携・協調の
強化

５Ｇ用周波数の
具体化

● 3GPP
5G基本仕様
とりまとめ

● 3GPP
5G詳細仕様
とりまとめ

● 情通審
新規諮問
委員会設置

● 周波数に
関する
基本戦略
とりまとめ

・5G用周波数の具体化
・周波数帯毎に、 順次、

技術的条件を策定

● 超高速化等に関する
産学官連携による
研究開発（2015年度～）

● 欧州との国際共同研究
（2016年度～）

● 社会実装に向けた
国民（ユーザ）を巻き込んだ
5G総合実証試験を東京だけでなく、
地方でも実施 （2017年度～）

● 政策対話等を通じた主要国との国際連携・協調の推進・拡大

総合実証試験研究開発

民間における５Ｇ推進活動の支援
（5Gモバイル推進フォーラム（5GMF）の活動支援）

国際電気通信連合(ITU)、3GPP(※)等における標準化活動

主要国との連携・協調

５Ｇ用周波数の
具体化

更
な
る
進
化
・高
度
化

※主要国の通信事業者等を中心と
した携帯電話の標準化団体

技術的条件の策定
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買い物が変わる

補充後にＡ６棚の
賞味期限切れ商品を
撤去して下さい

世界のIoTデバイス数の推移及び予測

（出典：平成28年版情報通信白書）

２０２０年のワイヤレス社会 ― 買い物

 身のまわりのあらゆるモノがつながる本格的なIoT時代の到来が期待
※ 世界のIoT機器は、 2020年には300億個を超えるとの予測

 多数接続、低消費電力などに対応したセンサーの普及で、買い物が変わる
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スポーツの楽しみ方が変わる 移動通信トラヒックの推移
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増加

２０２０年のワイヤレス社会 ― スポーツ・エンターテイメント

 高精細映像サービスの普及などを背景に、近年のオリンピック会場内のトラフィックは回を重
ねる毎に大きく増加。大量のトラヒックへの対応が課題。
※国内でも移動通信トラヒックの増加が続いている状況

 5Gの導入で、バーチャル・リアリティ技術による迫力あるスポーツ観戦などの超臨場感をどこ
でも楽しめる ⇒ スポーツの楽しみ方が変わる



２０２０年のワイヤレス社会 ― 医療

救急医療が変わる

出典：平成28年版救急救助の現況（消防庁）

救急出動件数及び搬送人員数の推移

33

 平成27年の救急出動件数は、約600万件（消防防災ヘリコプターの件数含む）、搬送人員数は
約550万人となり、過去最高を更新。

 超低遅延通信が実現できることで、移動中でも高精細映像を用いた遠隔手術などが実現
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地方での暮らしが変わる

車内でもスマート健康チェック

出典：国土交通省「第２回交通の諸問題に関する検討会」資料

２０２０年のワイヤレス社会 ― 地方での暮らし

 H18年度からH23年度までの６年間に、全国で11,160kmの乗り合いバス路線が廃止され
るなど、地方での移動手段の確保が課題

 超低遅延通信が必要となる自動運転システムが実現することで、公共交通機関が利用しにく
い地域でも、自動運転タクシーで好きな時に、好きな場所に出かけることができる、高度モビ
リティ社会が実現



農業就業人口、基幹的農業従事者数の推移

35

仕事のやり方が変わる①

２０２０年のワイヤレス社会 ― 農林水産業

 農業就業人口は、65歳以上が全体の６割、75歳以上が３割を占めるなど、農業に従事する者
の高齢化が進展

 様々な情報を収集する農業用センサーに加え、給餌ロボット、散水・薬剤散布ドローンなどの
実現により、自宅からの畜産/農作業管理が実現が期待
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仕事のやり方が変わる② 建設業就業者の高齢化の進行

国土交通省資料より

２０２０年のワイヤレス社会 ― 建設業

 建設業就業者は、55歳以上が約34％に達するのに対し、29歳以下は約10%にとどまっており、
高齢化が進行

 ドローンを活用した高精度な測量や建機の遠隔・自動操縦等が実現することで、建設現場の
仕事のやり方が変わる
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防災・減災が変わる 時期 災害名 主な事象

H26年8月 広島土砂災害
広島県で1時間に約120ミリの猛烈な雨を観測したほ
か、24時間雨量が観測史上1位を更新。

H26年9月 御嶽山噴火
噴火警戒レベル3（入山規制）を発表し、火口4キロ
メートル以内の立入りを規制。
登山者に多数の被害が生じた。

H26年12月～
H27年3月

大雪
北日本から東日本の日本海側山沿いを中心に大雪
に見舞われた。

H27年6月 箱根山噴火
ごく小規模な噴火が発生。
噴火警戒レベルを2から3（入山規制）へ引き上げ。

H27年7月 台風第11号
近畿地方で24時間の積算雨量がこれまでの観測記
録を更新。

H27年8月 台風第15号 三重県で一日の雨量が500ミリを超える。

H27年9月 関東・東北豪雨 関東地方と東北地方では記録的な大雨。

H27年9月 台風第21号 与那国島で最大瞬間風速81.1メートルを観測。

H28年4月 熊本地震 4月14日及び16日に最大震度７。

最近の主な自然災害

出典：平成28年防災白書より作成

２０２０年のワイヤレス社会 ― 防災・減災

 我が国は、その位置、地形等の自然的条件から、地震、津波、火山噴火などによる自然災害
が多く発生

 街の中に多数設置された高精細な映像センサーによりデータを収集、活用することで、災害情
報を網羅的に把握するとともに、被災者に最適な避難経路情報を迅速に届けることができる
「災害に強い社会」の実現が期待



38平成30年度 5G総合実証試験の実施概要

注：現時点での実施内容であり、今後、変更や追加等があり得る。

技術分類 技術目標 移動速度 試験環境 周波数帯 主な実施者 主な実施内容 主な実施場所

超高速
大容量

端末平均2-4Gbpsの
超高速通信の実現
※基地局あたり平均4-

8Gbps

60km/h
まで

人口密集都市、
都市又は
ルーラル環境

4.5GHz帯
28GHz帯

ＮＴＴドコモ、福井県、会
津若松市、京都府、前
橋市、綜合警備保障、
プラットイーズ、東武タ
ワースカイツリー

AR・VRや高精細映像を用いた新
コンテンツ体験、各種社会基盤等
と連携した救急搬送、ウェアラブ
ルカメラを用いた監視・警備、動く
サテライトオフィスに関する実証

・京都府
・福島県会津若松市
・群馬県前橋市
・徳島県名西郡神山町
・和歌山県和歌山市、
日高郡日高川町

高速移動時において
平均1Gbpsを超える
超高速通信の実現

60-120 
km/h

都市又は
ルーラル環境

4.5GHz帯
28GHz帯

ＮＴＴコミュニケーション
ズ、東武鉄道、西日本
旅客鉄道、日本電気、
インフォシティ

高速移動体（鉄道等）に対する高
精細映像配信、車載カメラ映像の
アップロード、鉄道の安全運行支
援システムに関する実証

・茨城県つくば市
・東京都（東武スカイツ
リーライン・亀戸線沿線）

・JR西日本沿線

屋内において平均
2Gbpsを超える超高
速通信の実現

－ 屋内環境 28GHz帯

国際電気通信基礎技
術研究所、九州工業大
学、京浜急行電鉄、早
稲田大学、前原小学校

ロボットやセンサーを活用したス
マート工場、鉄道駅構内における
安全安心やインバウンド対策、学
校教育への利用を想定した高精
細映像伝送に関する実証

・福岡県北九州市
・東京都（羽田空港国際
線ターミナル駅）

・東京都小金井市

超低遅延

高速移動時において
無線区間1ms、End-
to-Endで10msの低
遅延通信の実現

90km/h
まで

都市又は
ルーラル環境

4.5GHz帯
28GHz帯

ソフトバンク、先進モビ
リティ

公道でのトラックの隊列走行、車
両の遠隔監視・遠隔操作に関する
実証

・山口県宇部市
・静岡県（新東名高速道
路）

端末上り平均300Mbps
を確保しつつユーザー
ニーズを満たす高速
低遅延通信の実現
※基地局あたり平均

2Gbps超

60km/h
まで

都市又は
ルーラル環境

3.7GHz帯/
4.5GHz帯
28GHz帯

KDDI、大林組、日本電
気、東京大学、立命館
大学、テレビ朝日

複数建機の遠隔協調操作、ドロー
ンからの映像伝送、除雪車の運
行支援など、端末からの高精細映
像アップロードに関する実証

・大阪府茨木市
・広島県尾道市、福山市
・長野県北安曇郡白馬村
・千葉県柏市、長生郡長
南町

多数
同時接続

100万台/km2相当の
高密度に展開された
端末の多数同時接
続通信の実現

－
屋内及び都市
又はルーラル
環境

4.5GHz帯

Wireless City Planning、
パシフィックコンサルタ
ンツ、前田建設工業、
東広島市、NICT、
シャープ、イトーキ

スマートハイウェイによるインフラ
監視の高度化、スマートオフィス
における各種センサ情報の収集
や共有に関する実証

・愛知県
・広島県東広島市



39高精細・高臨場感の映像コンテンツ伝送

１．技術目標： 端末あたり平均2-4Gbpsの超高速通信の実現（基地局あたり平均4-8Gbps）

２．周波数： 4.5GHz帯、28GHz帯

３．応用分野： エンターテインメント（ゲーム、観光等）

４．実施者： NTTドコモ、福井県、京都府、会津若松市、東武鉄道、東武タワースカイツリー、富士通、日本電気、
三菱電機、エリクソン・ジャパン、ノキアソリューションズ＆ネットワークス、
華為技術日本、インテル、パナソニック、シャープ、ジャパンディスプレイ、日本電信電話、
インフォシティ、他

５．実施場所： 福井県立恐竜博物館（福井県勝山市）、京都市、会津若松市、東武鬼怒川線（栃木県
日光市）、東京スカイツリータウン及びPLAY 5G（東京都墨田区）、浅草駅周辺（東京都台東区）、
東京臨海副都心地区（東京都江東区）、スタジアム（神奈川県）、他

６．試験内容： 人口密集都市から郊外において、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を意識した高臨場・高精
細の映像コンテンツを超高速無線伝送し、新しいエンターテインメント体験を提供可能な5G性能を明
らかにする。

5G

コンテンツ
サーバ

5G基地局・ユーザ端末を
模擬した試験装置

大迫力なマルチ8Kディスプレイによる
高精細パノラマパブリックビューイング

ＶＲ・ＡＲを活用した現実拡張体験 高精細・高臨場ライブ中継（遠隔応援）博物館のバーチャルツアー体験

お祭りイベントの高臨場観光体験

ネットワーク
スライス



40動くサテライトオフィス

１．技術目標： 端末あたり平均2-4Gbpsの超高速通信の実現（基地局あたり平均4-8Gbps）

２．周波数： 28GHz帯

３．応用分野： オフィス／ワークプレイス

４．実施者： NTTドコモ、プラットイーズ、徳島県、日本電気、パナソニック、他

５．実施場所： 徳島県西郡神山町

６．試験内容： 働き方の一環として都市部のサテライトオフィスを地方に設置する企業が増えている。
サテライトオフィスから離れてもオフィス環境を提供できるようにすることで新たな働き方を提言するた
め、5Gを用いて社内ネットワークや高精細TV会議システムに接続された
オフィス環境を車両上に実現し、動くサテライトオフィスの可能性を実証する。

神山町のサテライトオフィス

神山町のサテライトオフィスに出社中の車両を5Gを用い
て、社内ネットワークや高精細TV会議システムに接続し、
動くサテライトオフィスを実現

5G

有線ネットワーク

高精細映像
通信システム

サテライトオフィス間・自宅間
等を移動中の車両上に実現
されたサテライトオフィス

高精細映像
通信システム

都内のオフィス

高精細映像
通信システム

車内のオフィス環境



41安全・安心を実現するスマートシティ

１．技術目標： 端末あたり平均2-4Gbpsの超高速通信の実現（基地局あたり平均4-8Gbps）

２．周波数： 4.5GHz帯、28GHz帯

３．応用分野： スマートシティ／スマートエリア（施工管理・メンテナンス等）

４．実施者： NTTドコモ、綜合警備保障、日本電気、東武鉄道、東武タワースカイツリー

５．実施場所： 東京スカイツリータウン（東京都墨田区）、他 （地方市町村での実施を検討中）

６．試験内容： 東京オリンピック・パラリンピック競技大会会場等に必要とされる施設等監視や見守りサービスに有効
な広域監視などの都市空間セキュリティを実現するため、高所カメラや車載カメラ、警備員のウェアラ
ブルカメラ等の高精細カメラの映像を5Gを介して監視センタに集約し、映像解析により各種インシデン
トを検知し、検知情報や映像を役所、警備員を想定した人員へ共有する実証を行う。

人物・車検知エンジン
搭載車両

監視センター

5Gを活用した
都市空間セキュリティの実現

センタからの
視点操作

危険検知時に記録
映像，位置情報等を
アップロード

高精細カメ
ラ映像をアッ
プロード

駆け付け指示

火災

転倒 不審者

カーセキュリティサービスへの応用 広域見守りサービスへの応用

火災検知
不審者検知
転倒検知等

AIサーバー

駆け付け指示

5G5G



42遠隔診療と救急医療

１．技術目標： 端末あたり平均2-4Gbpsの超高速通信の実現（基地局あたり平均4-8Gbps）

２．周波数： 4.5GHz帯、28GHz帯

３．応用分野： 医療（健康、介護）

４．実施者： NTTドコモ、和歌山県､和歌山県立医科大学､前橋市、TOPIC、前橋赤十字病院、前橋市消防局、
前橋工科大学、日本電気、NTTコミュニケーションズ、ＮＴＴビズリンク、他

５．実施場所： 和歌山県立医科大学（和歌山県和歌山市）、国保川上診療所（和歌山県日高川町）、
群馬県前橋市、他

６．試験内容： 総合病院の専門医と診療所医師を5Gで接続することで実現する遠隔診療（診療所）や往診（患者宅）
のサポートに関する実証、救急医療における5Gによる搬送中患者の高精細映像・検査データ等の事
前送信に関する実証を行う。

診療所 or 患者宅総合病院

リアルタイム
コミュニケーション
に基づく遠隔診療

専門医

往診時にも医療機器の
高精細映像共有等で
専門医がサポート

5G

有線ネットワーク

Wi-Fi
診療所
医師

5Gを活用した遠隔診療

高精細
カメラ

総合病院 救急医

救急車両から患者の高精細映像や
検査データ、マイナンバーカードに
紐づく情報を共有し、医師が適切な
処置を準備

5G

有線ネットワーク

救急車両で
総合病院へ搬送

5Gを活用した救急医療

マイナンバーカード
関連情報

マイナンバーカード
関連情報

⇒ 診査情報高精細
モニタ

医療機器等

小型TV会議端末

高精細
TV会議システム
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43高速移動体（鉄道等）における５Ｇ実証（高精細映像配信）

１．技術目標： 高速移動時において平均1Gbpsを超える超高速通信の実現

２．周波数： 4.5GHz帯、28GHz帯

３．応用分野： エンターテインメント（ゲーム、観光等）

４．実施者： NTTコミュニケーションズ、NTTドコモ、日本電気、東武鉄道、ジャパンディスプレイ、

インフォシティ、シャープ、パナソニック、日本電信電話、他

５．実施場所： 東武スカイツリーライン・亀戸線沿線、

国土技術政策総合研究所テストコース（茨城県つくば市）、他

６．試験内容： 都市又は郊外環境において、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の競技映像や観光コンテンツ
等の高臨場・高精細の映像を、5Gを用いて高速旅客鉄道等の高速移動体に伝送する実証を行う。

5Gユーザ端末を模擬した
試験装置を搭載した高速旅客鉄道

5G

東京オリンピック・パラリンピックの
高精細映像や観光地の最新情報を
車載Wi-Fiを用いて提供

5G

コンテンツサーバ5G基地局を
模擬した試験装置

Wi-Fi



44高速移動体（鉄道等）における５Ｇ実証（安全運行支援）

１．技術目標： 高速移動時において平均1Gbpsを超える超高速通信の実現

２．周波数： 28GHz帯

３．応用分野： 交通（移動、物流等）

４．実施者： NTTコミュニケーションズ、NTTドコモ、西日本旅客鉄道、日本電気、パナソニック、他

５．実施場所： JR西日本内沿線

６．試験内容： 都市又は郊外環境の鉄道フィールドを活用し、可変レート映像符号化を用いた車載高精細カメラ映像
のアップロード等リアルタイムな映像伝送を、5Gを用いて高速旅客鉄道等の高速移動体で行い、安全
運行に資する実証を行う。

5Gユーザ端末を模擬した
試験装置を搭載した高速旅客鉄道

5G

可変レート映像符号化による
車載高精細カメラ映像のアップロード

安全運行のために
高精細映像を活用

有線ネットワーク

5G
映像蓄積サーバ

5G基地局を
模擬した試験装置



45駅構内屋内環境での通訳アプリ・危険物検知等

１．技術目標： 屋内において平均2Gbpsを超える超高速通信の実現

２．周波数： 28GHz帯

３．応用分野： スマートシティ／スマートエリア

４．実施者： ATR／KDDI 、京浜急行電鉄、早稲田大学、パナソニック

５．実施場所： 東京都大田区（京急電鉄線・羽田空港国際線ターミナル駅）

６．試験内容： 駅構内において、外国人来訪者への各種情報提供等を想定した通訳アプリケーションを用いた5Gの
実証試験を行う。 また駅構内における更なる安全・安心の確保のため、5Gの特徴を活かした高精細
映像伝送と画像解析アプリケーションにより、危険物や不審行動等を検出するシステムを用いた5Gの
実証試験を行う。

京急線 羽田空港国際線ターミナル駅
注意

5G基地局

4Kカメラ＋5G端末
危険物

不審行動

Hello!
您好

通訳アプリ
+5G端末

映像レコーダ、画像
解析、通訳機能

ロボット＋4Kカメラ＋5G端末



46

見本動画 児童生徒の表現・製
作活動を動画で記録 サーバー

5G基地局

動画共有 視聴・編集

サーバー上の動画を自由に加工・編集。
動画を活用して成果発表

体育館

学校内環境での教育用アプリケーション

１．技術目標： 屋内において平均2Gbpsを超える超高速通信の実現

２．周波数： 28GHz帯

３．応用分野： スマートハウス／ライフ

４．実施者： ATR／KDDI、小金井市教育委員会（小金井市立前原小学校）

５．実施場所： 東京都小金井市（小金井市立前原小学校）

６．試験内容： 体育館において超高速通信を活用して、生徒の表現・製作活動を動画で記録・共有する等によって、
授業活性化を目的としたユースケースを実証・評価する。

演台

5Ｇ基地局
アンテナ

複数サンプルポイントにて
受信レベル、スループットなどを取得

アプリケーションのスループット計測

5G基地局 5G端末

生徒



47自動車向けサービスへの応用評価

１．技術目標： 端末上り平均300Mbpsを確保しつつユーザーニーズを満たす高速低遅延通信の実現

※基地局あたり平均2Gbps超

２．周波数： 4.5GHz帯 、28GHz帯

３．応用分野： スマートシティ／スマートエリア

４．実施者： ＫＤＤＩ、トヨタIT開発センター

５．実施場所： 東京都新宿区（新宿副都心エリア）

６．試験内容： 5Ｇの特徴である超高速伝送を活用して、一般道を走行中の自動車から撮影した4K映像を伝送し、そ
の映像を用いてサーバ上の映像処理エンジンにて、歩行者や障害物などの自動検知を行う。

（将来）
周辺車両に歩行者や障害物の検知結
果を配信。車載モニタに表示

① 車載カメラ（4K）で撮影

③ 映像を処理し検知

歩行者や
障害物など

映像処理エンジン
走行中に道路の映像を撮影

5Gで伝送した4K映像を利用して歩行者や障害物を検知する。走行ルート
（歩行者の横断がある一般道）

5G基地局

オリンピック・パラリンピックに伴い、市街地の歩行者の急増が見込まれ
る。交通安全の実現に向けて、映像による情報収集と解析処理を行
う

② 映像伝送 （将来）上位サーバ上にデータベースプラットフォー
ムを用意し車車間で情報を共有する。



48建機の遠隔操縦

１．技術目標： 端末上り平均300Mbpsを確保しつつユーザーニーズを満たす高速低遅延通信の実現

※基地局あたり平均2Gbps超

２．周波数： 28GHz帯

３．応用分野： ワークプレイス

４．実施者： ＫＤＤＩ、大林組、日本電気

５．実施場所： 大阪府茨木市（土木施工現場)

６．試験内容： 実環境での遠隔操縦を想定したネットワーク構成をとり、2台の建機を対象に、それぞれから送信した
映像を参照してそれぞれの遠隔操縦を行う。実際の工事現場を利用して、建機2台が連携した作業を
行う等、実運用への適用性を検証する。また、災害時のバックホール有線回線不通状況を想定し、無
線エントランスによる代替手段を確認する。

遠隔操縦室からの
制御信号を配信

遠隔操縦室

5G基地局

遠隔施工に必要な2K映像(カメラ10台)を同時配信

遠隔操縦システム

無線エントラン
ス

土砂すくい

土砂降ろし

土砂移動

荷下ろし
(ダンプアップ)

5G通信

5G端末

5G端末

工事現場



49ドローン空撮によるリアルタイム映像配信

１．技術目標： 端末上り平均300Mbpsを確保しつつユーザーニーズを満たす高速低遅延通信の実現
※基地局あたり平均2Gbps超

２．周波数： 28GHz帯

３．応用分野： ①スマートシティ、②エンターテインメント（観光）

４．実施者： ＫＤＤＩ、東京大学、福山市、広島県商工労働局

５．実施場所： ①千葉県柏市（東京大学柏Ⅱキャンパス）、②広島県福山市、広島県尾道市

６．試験内容： 5Gの特徴である超高速通信を活用し、以下の試験を行う。
①上空からの監視への応用を想定し、4K映像と物体の認識結果を、ドローンから同時にリアルタイム
に伝送し、課題を抽出する。

②エンターテインメントへの応用を想定し、広島県のイベント会場にて4K映像を撮影し、ドローン等か
らリアルタイムに伝送する。

4Kカメラ
高解像度で撮影

超高速通信（4K映像アップロード）と低遅延通信（物体
の認識結果の伝送）を同時にアップロードし、課題を抽出

構内の状況確認

①4K映像+物体の認識結果を同時に伝送

5G通信
5G基地局

各種イベントでの映像伝送
（エンターテインメント） イベント中継

②4K映像による各種イベント中継



50ドローン空撮によるリアルタイム映像配信 実証結果

5G を用いたドローンからの4K映像伝送の実証実験を、サイクリングしまなみ2018実行委員会の協力の
もと実施。本実験では、本大会のスタート地点において、ドローンに搭載した4K高精細カメラで撮影したス
タート地点の空撮映像を5Gでリアルタイム伝送。
また、本大会のゴール地点の1つである新浜県営上屋において、ゴール地点周辺に設置した4K高精細カ

メラで撮影したゴール映像を、5Gにより伝送し会場内のモニタにリアルタイム配信。



51ドローン空撮によるリアルタイム映像配信 実証結果

ふくやま美術館前広場で開催される「備後フィッシュフェス」にて、5Gを用いたドローンからの4K映像を半球
体のVRシステム(※)に伝送し、バーチャル飛行を体験する実証実験を実施。
※人間の視覚をカバーする半球体のスクリーンによって、高い没入感と臨場感を得られるVRシステム。



52除雪車の運行支援

１．技術目標： 端末上り平均300Mbpsを確保しつつユーザーニーズを満たす高速低遅延通信の実現

※基地局あたり平均2Gbps超

２．周波数： 3.7GHz帯、 28GHz帯

３．応用分野： ワークプレイス

４．実施者： ＫＤＤＩ、白馬村、立命館大学、金井度量衡

５．実施場所： 長野県白馬村

６．試験内容： 5Gの特徴である超高速通信を活かして、除雪車の位置情報に応じた障害物情報を提供し、除雪作
業の安全かつ効率的な運行を支援するシステムの実証を行う。また、除雪作業に合わせて、中継車
から道路状況やゴミ収集状況などの重要生活拠点の高精細映像を市町村の担当者にリアルタイムで
中継する試験を実施する。

安全運行支援オペレータに障害物の情報を5Gでリアルタ
イムに伝達し、安全な除雪車運行を支援

アラート機能

市町村の管理部門へ情報
連携を想定した伝送

縁石

5G基地
局

4Kカメラ
マンホール

除雪車の転倒防止
除雪時の雪に隠れた
道路設備の保全

中継車
除雪車



53ゴルフトーナメント映像のリアルタイム配信

１．技術目標： 端末上り平均300Mbpsを確保しつつユーザーニーズを満たす高速低遅延通信の実現

※基地局あたり平均2Gbps超

２．周波数： 28GHz帯

３．応用分野： スポーツ、エンターテインメント

４．実施者： ＫＤＤＩ、テレビ朝日

５．実施場所： 千葉県長生郡長南町（ゴルフ場）

６．試験内容： 5Gの特徴である超高速通信、機動性を活かし、実際のゴルフトーナメントを撮影した4K映像を、リア
ルタイムで伝送する。

5G基地局

高精細カメラ(4K～)

5G通信

高精細映像による
臨場感ある映像配信



54トラック隊列走行公道試験への低遅延・高信頼性の評価

１．技術目標： 高速移動時において無線区間1ms、End-to-Endで10msの低遅延通信の実現

２．周波数： 4.5 GHz帯等、28 GHz帯

３．応用分野： 交通（移動、物流等）

４．実施者： ソフトバンク、先進モビリティ

５．実施場所： 静岡県浜松市（新東名高速道路）、山口県宇部市、茨城県つくば市

６．試験内容： トラック隊列内の車両間の通信に5Gを適用

・車載カメラのモニタ動画を先頭車両に配信する「大容量かつ無線区間で 1ms、End-to-End で 10ms 
の低遅延・高信頼の通信」を実証

・トラック隊列車両間で、速度、加速度、制動、操舵などの制御メッセージを伝送するための
「小容量かつ無線区間で1ms、End-to-Endで10msの低遅延・高信頼の通信」を実証

適用事例
• トラック隊列走行の安全な運転に

必要となる「後続車両周囲の映
像」を先頭車に配信し、先頭車両
のドライバーが容易な安全確認を
実現

• 隊列走行するトラックの車両間で
５Gを用いた車両制御メッセージ
伝送を行い、後続車両の運転制御
を低遅延かつ高信頼で行う。滑ら
かかつ高信頼な「隊列トラック間
の電子連結」を実現

車車間の基地局経由通信 (V2N2V)
及び直接通信 (V2V Direct) により
以下の情報を伝送
・監視動画・センサー情報
・制御信号(速度、加速度、制動、操舵等)



55車両の遠隔監視、遠隔操作への低遅延・高信頼性評価

１．技術目標： 高速移動時において無線区間1ms、End-to-Endで10ms の低遅延通信の実現

２．周波数： 4.5 GHz帯等

３．応用分野： 交通（移動、物流等）

４．実施者： ソフトバンク、先進モビリティ

５．実施場所： 静岡県浜松市（新東名高速道路）、茨城県つくば市

６．試験内容： コアネットワークを含む5G通信を隊列走行車両と、運行管制センター間に適用

・遠隔地の運行管制センターに走行車両のモニタ画像を配信する「大容量かつ無線区間で

1ms、End-to-Endで10msの低遅延・高信頼の通信」を実証

・遠隔地の運行管制センターから走行車両に対し、緊急停止等の制御メッセージを送信

する「小容量かつ無線区間で1ms、End-to-Endで10msの低遅延・高信頼の通信」を実証

適用事例
• ネットワークに接続した遠隔管制セン

ターにおいて、車両の遠隔監視を行う
事例に、5Gを用いた高精細なモニタ
画像を伝送。

• 緊急時に、運行管制センターの運転操
作者により、トラック隊列走行車両の
制動、操舵などを行い、安全に停止。

• ネットワークスライシング機能を用い
ることにより、基地局-運行管理セン
ター間の通信ルートを最適化を図り、
ネットワーク区間での低遅延化を実現。

車対ネットワーク通信 (V2N)
により以下の情報を伝送
・監視動画・センサー情報
・制御信号(緊急停止等)



56スマートハイウェイ

１．技術目標： 都市又はルーラル環境におけるIoT 利用が想定される場所において4.5GHz 帯等を
用いた多数同時接続通信に関する5G の性能評価

２．周波数： 4.5GHz帯、

３．応用分野： スマートシティ/エリア分野、交通分野

４．実施者： Wireless City Planning、パシフィックコンサルタンツ、前田建設工業

５．実施場所： 愛知県

６．試験内容： 高速道路沿いの様々な装置（センサ、カメラなど）からデータを効率的に収集するために、4Gと5Gを組
み合わせたヘテロジニアスネットワーク構成として、IoTプラットフォームにデータを一元的に収集す
る。



575Gにより実現される自動車自動運転関係サービスの例

超高速
(eMBB)

遠隔問診

映画鑑賞
スポーツ鑑賞

超低遅延(URLLC)多数接続（mMTC）

トラック隊列走行

遠隔走行

歩行者支援

動的

準動的
準静的

静的

遠隔会議



585Gにより実現される自動車自動運転関係サービスの例

超高速
(eMBB)

遠隔問診

映画鑑賞
スポーツ鑑賞

超低遅延(URLLC)多数接続（mMTC）

トラック隊列走行

遠隔走行

歩行者支援

動的

準動的
準静的

静的

遠隔会議
●4K通話時間 往復 280ms (動画1秒あたり)

※4K動画(60fps,HEVC) 25 Mbps / 伝送速度 UL 390Mbps, DL 1.6Gbps*

*時速60kmで2Gbps、UL:DL=1:4と仮定

●時速60km時では4K動画(25Mbps*)を64台に同時配信
※DL 1.6Gbps* / 1台あたり25Mbps = 64台

*時速60kmで2Gbps、UL:DL=1:4と仮定
*フレームレート60fps, HEVC準拠(230倍相当）、動画１秒あたり

●4K伝送時間 UL 16ms
※無線区間のみ、動画1秒あたり) *時速60kmで2Gbps、UL:DL=4:1と仮定
※4K動画(60fps,HEVC) 25 Mbps / 伝送速度UL 1.6Gbps*

[参考]LTE-a遠隔制御はSD相当画像を伝送(200ms)+圧縮/解凍(800ms)

●HD 伝送時間 往復 15.6ms (動画1秒あたり)
※HD動画(30fps,HEVC) 2.5 Mbps / 伝送速度UL 590Mbps*

*時速60kmで2Gbps、UL:DL=1:4と仮定
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総務省では2020年に5Gを実現し地方を含む全国で社会実装させることを念頭に、2017年度より総合的な
実証試験を東京および地方で実施。

2019年度（最終年度）は「5Gによる地方の抱える様々な課題の総合的な解決」に力点を置くべく「5G利
活用アイデアコンテスト」を開催し、地方発の発想による利活用アイデアを募集。

■アイデア募集期間、募集件数
2018年10月9日（火）～11月30日（金）
応募総数 785件（自治体、大学、企業、個人が応募）

■スケジュール

総合通信局等における応募説明会 2018年10月16日～11月1日

地方選抜（一次選考） 2018年12月6日～12月14日

コンテスト（二次選考） 2019年1月11日（金）

地方選抜1位の提案の中から選出された優秀なアイデアは、2019年度の実証内容
に組み込むとともに、2位・3位のアイデアについても本省でポスター展示をする
ことで事業者とのマッチングを行う。



Ministry of Internal Affairs and 
Communications (MIC)

ご清聴ありがとうございました


